
国
労
本
部
、
東
日
本
本
部
は
第
一
回

新
賃
金
交
渉
、
組
合
趣
旨
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

国
労
本
部
は
、
貨
物
会
社
に
対
し
２

月
26
日
、
「
２
０
２
１
年
度
新
賃
金
引

上
げ
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
に
基
づ
く

第
一
回
団
体
交
渉
を
行
い
、
①
菅
政
権

下
に
お
け
る
金
権
腐
敗
政
治
の
現
状
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
伴
う

国
民
生
活
の
現
状
と
賃
上
げ
の
重
要
性
。

③
貨
物
会
社
の
現
状
並
び
に
労
働
者
と

家
族
の
生
活
実
態
。
な
ど
中
心
に
趣
旨

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

貨
物
会
社
の
現
状

貨
物
会
社
の
２
０
１
９
年
度
決
算
は
、

JR
発
足
か
ら
４
番
目
と
な
る
経
常
利
益

71
億
円
を
確
保
し
、
10
期
連
続
の
経
常

黒
字
を
達
成
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
中

で
JR
各
社
の
経
営
状
況
も
２
０
２
０
年

度
第
２
四
半
期
決
算
で
は
大
幅
な
減
収

減
益
と
な
り
、
貨
物
会
社
も
△
19
億
円

の
赤
字
決
算
と
な
っ
た
が
貨
物
鉄
道
輸

送
の
役
割
か
ら
旅
客
会
社
ほ
ど
の
影
響

は
受
け
て
お
ら
ず
、
「
中
期
経
営
計
画

２
０
２
３
」
は
「
連
結
経
常
利
益
１
４

０
億
円
以
上
」
を
目
指
す
と
し
、
昨
年

末
に
は
国
か
ら
の
支
援
１
３
８
億
円
に

対
し
て
「
JR
貨
物
グ
ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
て
い
る
。

ベ
ア
・
ゼ
ロ
が
大
き
く
影
響

こ
れ
は
２
年
間
新
規
採
用
の
抑
制
や

期
末
手
当
の
低
額
支
給
、
18
年
に
及
ぶ

「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」
が
大
き
く
影
響
し
て

お
り
、
２
年
間
連
続
の
ベ
ア
、
「
２
０

０
円
の
上
積
み
」
は
実
施
さ
れ
た
が
社

員
犠
牲
を
繰
り
返
す
下
で
の
経
営
状
況

で
あ
る
。

次
回
交
渉
は
３
月
４
日

組
合
側
の
趣
旨
説
明
を
受
け
、
会
社

側
よ
り
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
現
場
で
奮
闘

さ
れ
、
大
雪
や
地
震
な
ど
様
々
な
協
力

に
応
え
て
く
れ
る
社
員
に
対
し
感
謝
し

て
い
る
。

一
方
で
収
入
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
や
大
雪
な
ど
に
よ
り
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
１
月
期
の
改
定
計
画
は

経
常
黒
字
を
計
画
し
た
が
難
し
い
。
回

答
ま
で
真
摯
に
交
渉
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
し
、
第
一
回
の
交
渉
を
終
了
し

た
。次

回
交
渉
に
つ
い
て
は
３
月
４
日
を

予
定
し
て
い
る
。

（
本
部
電
送
よ
り
抜
粋
し
ま
し
た
）

東
日
本
本
部
は
、
３
月
１
日
、
第
一

回
新
賃
金
交
渉
、
組
合
側
よ
り
賃
金
改

善
要
求
の
趣
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

趣
旨
説
明
で
は
①
世
界
経
済
の
状
況

日
本
経
済
の
状
況
に
つ
い
て
な
ど
、
JR

東
日
本
の
経
済
状
況
、
内
部
留
保
、
社

員
状
況
に
つ
い
て
、
そ
し
て
国
労
組
合

員
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

ベ
ア
実
施

初
任
給
引
き
上
げ

コ
ロ
ナ
特
別
手
当
の
支
給

説
明
の
最
後
に
、
JR
東
日
本
は
今
こ

そ
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た

し
、
今
ま
で
溜
め
込
ん
で
き
た
内
部
留

保
の
一
部
を
活
用
し
、
賃
金
の
底
上
げ

を
含
め
て
社
員
や
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
・

家
族
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
国

労
要
求
の
「
５
０
０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
」
「
特
別
手
当
の
支
給
」
及
び
「
初

任
給
改
善
」
等
を
行
う
た
め
、
誠
意
あ

る
回
答
を
強
く
求
め
、
新
賃
金
要
求
に

あ
た
っ
て
の
趣
旨
説
明
と
し
ま
す
。

（
業
務
連
絡
報
・
３
月
１
日
発
行
か
ら

記
載
し
ま
し
た
）
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現
在
、
２
０
２
１
春
闘
勝
利
・
国
労
中

央
総
決
起
集
会
開
催
中
に
「
国
鉄
新
潟
」

の
編
集
を
事
務
所
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
リ
モ
ー
ト
会
議
は
頻

繁
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
定
期

大
会
以
降
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
で
き
る
よ
う

各
地
方
本
部
は
、
本
部
の
指
示
で
環
境
を

整
備
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
た
直
後
は
、
な
か
な
か
慣

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
リ
モ
ー
ト
開
催
が
こ

れ
か
ら
普
通
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

今
日
、
３
日
、
ひ
な
祭
り
で
す
が
、
明

け
方
か
深
夜
に
雪
が
降
り
朝
、
寒
か
っ
た

で
す
。

今
月
は
、
小
・
中
・
高
校
は
卒
業
式
で

す
。
新
し
い
旅
立
ち
の
時
で
す
。
私
の
近

く
の
小
学
校
は
24
日
が
卒
業
式
で
す
。

卒
業
式
で
「
旅
立
ち
の
日
に
」
が
小
学

校
な
ど
で
唄
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
も

唄
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
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い
ま
や
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
・

派
遣
・
契
約
社
員
な
ど
の
非
正
規
雇

用
で
働
く
労
働
者
は
総
務
省
調
査
で

全
体
の
約
４
割
に
あ
た
る
２
１
６
６

万
人
を
数
え
、
年
収
２
０
０
万
円
に

届
か
な
い
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
は
、

14
年
連
続
で
１
千
万
人
を
超
え
て
い

ま
す
。

昨
年
４
月
か
ら
職
場
に
お
け
る
雇

用
形
態
間
の
不
合
理
な
処
遇
差
の
是

正
に
向
け
、
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

関
連
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
件
費
の
支
出
や
コ
ス

ト
増
大
を
嫌
う
企
業
や
自
治
体
で
は

「
正
社
員
の
み
に
支
給
し
て
い
た
住

宅
手
当
や
家
族
手
当
を
廃
止
す
る
」

「
期
末
手
当
を
出
す
代
わ
り
に
月
々

の
賃
金
を
下
げ
る
」
等
々
の
脱
法
行

為
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
働
く
者
の
団
結
で
真
の
働

き
方
改
革
を
実
現
し
、
格
差
を
是
正

す
る
２
０
２
１
春
闘
を
一
緒
に
た
た

か
い
ま
し
ょ
う
。

不
安
な
く
、
誰
も
が
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る

決
め
手
は
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
、
底
上
げ

10
万
円
の
定
額
給
付
金

だ
け
で
は
不
安
は
解
消
し

ま
せ
ん
。
安
定
し
た
収
入

と
な
る
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
こ
そ
、
先
行
き
不
安

を
解
消
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
生
活
を
作

る
決
め
手
で
す
。

日
本
は
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
と
正
規
雇
用
労
働

者
の
格
差
が
大
き
く
、
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
多
く

が
最
低
賃
金
に
近
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
不
況
だ
か
ら
こ
そ
、
格
差

と
貧
困
の
是
正
を
め
ざ
し
、
１
５
０

０
円
の
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
を
つ

く
り
、
賃
金
底
上
げ
を
す
る
こ
と
が
、

内
需
拡
大
に
つ
な
が
り
、
日
本
経
済

を
回
復
さ
せ
る
道
で
す
。

コロナ禍で「残業が減って生活が苦しい」「シフト勤務だ

から休業支援金がもらえない」「この先働き続けられるか不

安」の声が聞こえます。また、正規雇用と非正規雇用、都市

部と地方、大企業と中小企業、性や年齢などによる格差・矛

盾が、一気に噴き出しています。

生活の先行きが不安なのは不安定な雇用が増え、収入（賃

金）が低く、将来を描けないからです。先進国の中で日本だ

け、大企業の内部留保は増えているのに、実質賃金はあがっ

ていません。

コロナ禍、一人で悩み、あきらめるのではなく、私たち労

働組合と「どうするか」一緒に考えてみませんか。

私たちは、コロナ以前にもどるのではなく、格差をなくし、

８時間働けば誰もが人間らしく暮らせる、公正な新しい社会

への転換を求めています。今こそ、暮らしを支えることに税

金を使う時です。あなたも労働組合に入って働き方、暮らし

を変えていきましょう。


